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研究成果の概要（和文）： 

ナノテクや地震などリスクを含む科学コミュニケーションの設計と構築を目標に、広く基礎

科学分野が公衆からどのような「期待」と「興味」を向けられているか調査を行い、それに基

づいた科学コミュニケーションの設計について提案した。具体的には、「期待」はそれぞれの研

究分野において等身大であることが重要であり、「興味」を引く情報発信が重要であることを確

認した。 

 また、東日本大震災を受けて、特に低線量被ばくに関する意識調査を行い、子育て世代の不

安は特に福島の母親で高いことや、日々の生活をコントロールできるという実感を得られる情

報提供が重要であることを発見した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

For the design and development of science communication related to risks, including 

nanotechnology and earthquakes, we have studied the public’s “expectations” for and 

“interest” in basic science fields and presented a proposal for the design of science 

communication based on the results.  We have found it important that the “expectations” 

are realistic for each research field and that the “interest” is created through the 

dissemination of information. 

We have also investigated the public’s awareness of low dose exposure after the Great 

East Japan Earthquake.  The investigation has revealed that, among families with children, 

the mothers in Fukushima have high anxiety and that the provision of information should 

allow the public to feel able to control their daily life. 
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研究分野：複合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・科学教育 

キーワード：科学コミュニケーション、リスクコミュニケーション、科学技術政策 

 
１．研究開始当初の背景 

ナノテクのリスクコミュニケーションに
ついては研究が進んでいるが、一見、リスク
と関係なく見える基礎科学全般について、ど
のようなコミュニケーションにおけるリス
クが潜んでいるのかを見極める必要がある。 
 
２．研究の目的 
コミュニケーションにおけるリスクがある
分野の洗い出しに始まり、どのような情報発
信体制が望ましいか提案をする。 
 
３．研究の方法 
研究者を中心とする意識調査に加え、調査会
社を通して広く公衆にアンケート調査を行
う。 
 
４．研究成果 

 
（１）適切な「期待」が重要 
基礎科学分野において、公衆からの「興味」

と「期待」を縦軸・横軸にしたマップを得る
ことができた。たとえば「興味」も「期待」
も高い分野として、分子生物学や地震（注：
東日本大震災前）があげられるのに対し、両
者とも低い分野に「数学」、また、「期待」は
一定度あるが「興味」が低い分野に物性物理
学などがあげられた。こうした分布を見なが
ら、特にリスクを含む研究分野において、「期
待」は必ずしもあげることが好ましいもので
はないが、等身大の「期待」を得ながら「興
味」を引く情報発信の在り方について報告を
まとめた。 

 
（２）原発事故を受けて、低線量被ばくに

関するコミュニケーションの諸問題を整理、
提示、国際誌に発表 

 また、東日本大震災を受けて、特に低線
量被ばくに関する意識調査を行い、子育て世
代の不安は特に福島の母親が高いこと、メデ
ィエーターは伝える人の個々の状況にあっ
た情報提供が必要なことを、論文としてまと
めた（出版は 2013.6）。これは、チェルノブ
イリ、スリーマイルを経た現代においても、
コミュニケーションにおける諸問題が継続
していることを示す、日本から発信されるほ
ぼ最初の科学コミュニケーション分野の調
査結果となり、世界的に重要な成果である。 
  
（３）社会心理学分野との共同研究の成果 

さらに、科学コミュニケーション分野の研

究者に先駆けて、親和性の高い社会心理学の
研究者と共同研究を開始した。成果として、
社会心理学で知られているアンパッキング
効果（情報をパッキングせずに分割して提示
すると、公衆の興味が増大する）が、科学分
野でも適応できることを、実験から示し論文
にまとめた。これによって、科学分野におい
ても事例ごとにアンパッキングにして公衆
に情報提示をすることが重要であることが
確認された。 
  
（４）政治学分野との交流 

なお、政治学分野の研究者との交流も開始
し、科学コミュニケーションの学術としての
確立基盤となる、共同研究体制を模索した。 
 特に、ポピュリズムとオピニオンの日本の
特性、宇宙開発に見られる日本の特異性など、
科学コミュニケーション分野が学ぶことが
多いことがわかった。 
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1) 「リスクの社会心理学」第６章コラム  

 「理学と社会のはざまで～リスクコミュニ

ケーションにおける科学者の役割～」有斐閣 

(2012/7/14)総ページ数２８７ページ内２ペ
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〔その他〕 
ホームページ等: 
申請者の個人サイトで活動を公開。 

https://sites.google.com/site/hiromiyok
oyama/home 
小論・主な寄稿記事： 

・2011.11. 横山広美 東京理科大学 科学

フォーラム 特集 科学文化学の創設 

「日本発・科学コミュニケーションの学術化

～科学と社会を俯瞰し、未来を設計する～」 
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度ます学術研究広報の役割 No.341 Nov.2011

「学術広報から生まれる新しい価値とは何

か」 

・2011.9.横山広美 分子研レターズ 64  「科
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テムを考える～」 
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